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化 映画たり 得る 害で ある。 映画 芸術の 一 応の 代表者た 

るべき 芸術 映画 (之 を 好意に 理想的な 内容に 於いて 考 

える として) などの 類から 区別され る 必要 もない わけ 

だ。 処が 事実上 それが 区別され ている 処を 見る と、 や 

がて、 文化映画の 如き ものが、 所謂 映画 芸術と いう も 

のから 食み出す という ことに 気がつく の だ。 

教育 映画 や 科学 映画と いう もの (それから 宣伝映画、 

記録映画、 ニュ— ス 映画、 その他) になれば、 それが 

所謂 芸術 映画と 峻別され る こと は 勿論の こと、 所謂 映 

画 芸術と いう カテゴリ— から も 峻別され 得る という こ 

とが 明らかで ある。 この 点 文化映画 について よりも 一 



層 明らかで ある。 文化映画 は 一 面 芸術と —— 観念 上 I 

I ごく 接近した 観念と も 云う ことが 出来るだけに、 映 

画 芸術な る もの の 制限 を 感得す るに は 手頃の 材料な の 

だ。 

だが 私 は 文化映画 を 問題に しょうと いうので はない。 

映画 芸術なる ものの、 映画 全般から 見ての 制限に つい 

て、 まず 注目した いからで ある。 つまり 世間で は、 映 

画と 云えば 何より 映画の 芸術 を 思い起こ すわけ だが、 

それ は 当然な ことと としても、 だからと 云って、 映画 

が 即ち 取りも直さず 一 種の 芸術 以外の もので はない と 

いうよう な 常識 は、 勿論 間違って いる わけ だ。 街頭で 



段々 反省され るよう な 段階に 到着した ことの、 当然の 

結果で あつたに 過ぎなかった。 —— でニュ ー ス 映画の 

こと を 考えて 見ても、 映画が 決して 芸術に つきない こ 

と 力 半る 

こんな こと は 判り 切った ことのよ うに 見える が、 併 

し 仮に この 関係 を 文学の 問題に 比較して 見る と、 意外 

な 問題 を 孕んで いる ことが わかる。 と 云う の は 映画 

二 ュ— スは 云わば ル ポルタ— ジュ 文学 又は ル ポルタ— 

ジュに 比較す る ことが 出来な く はない。 すると 映画 芸 

術 対 ニュ— ス 映画 (映画 ニュ— ス) の 関係 は、 従来の 

普通の 文学作品 対ル ポルタ— ジュ 文学 乃至 ル ポルタ ー 



張したい の だ。 だが、 それ にも拘らず、 一方が 芸術で 

あり 他方が 芸術で ない、 かどう かとい うこと よりも、 

要するに 両者と も 映画で あると いう ことの 方に、 意義 

の 重さ を 認めよう とする の だ。 私 は 芸術と 非 芸術と を 

まず 第一に 区別して、 その上で 映画 芸術 を 前者に、 映 

画ニュ ー スを 後者に、 含ませよう という 分類に は、 す 

ぐ 様 は 賛成 出来ない。 その 位いなら 寧ろ 第一に、 例え 

ば 映画と 文学と をまず 区別す る。 そして 映画の 内へ 映 

画 芸術と 映画 二 ュ ー スとを 区別した 方が いいと 思う の 

だ (文学の 内に は 芸術的 文学 = 文芸 と 文献学 = 古典学 

と を 区別す る)。 



芸術と いう 文化の 「ジャンル」 は 文化史 的に は 最も 

直接な 所与の 現象 を 示す もの だが、 之 を 分析 的に 分解 

する ために は 必ずしも 分解の 要具と はならぬ。 分解の 

ための 工作機械 は、 文学と か 映画と か 美術と か 工芸と 

か 建築と かいうよ うな 区別であって、 夫々 が 芸術の 

ジャンルに ぞくした ものと ぞくさな いものと を 持つ て 

いるので ある。 建築 は 一体 芸術で あるか それとも 住居 

の 用具で あるか。 工芸品 は 道具な のか 芸術な のか。 I 

I でこう いう 意味に 於て、 映画 は 芸術で あると 否と に 

拘ら ず、 まず 第一に 映画 だとい うこと を 強調し なくて 

はならない。 そうする ことによって 初めて、 芸術と し 



術」 なる もの は、 勿論 映画 自身の 建前から 規定され る 

べきであって、 劇 や 小説の 建前から 規定すべき もので 

ない、 というの は 今日の 誰し もの 常識 だ。 処が、 では 

映画に 於け る 「芸術」 と は 何 か。 そうなる と あまり 決つ 

た 定義がない ので ある。 それ も その 害で、 映画に は 之 

まで 殆んど 知られて いなかった 特有の 機械的で 感覚的 

な 機能が ある わけ だから (主に カメラと フィルムの 移 

動と に 基く)、 芸術と 非 芸術との 区別 は 全く 新しい 要 

素 を 加えて しか 決定 出来ない ので ある。 つまり、 映画 

ニュ ー スと雖 も、 之 を 無下に 芸術 外と 決めて かかる こ 

と は、 多少 危険 を 免れない とさえ 考えられる かも 知れ 



芸術 は 科学と 並んで 認識の 様式 を も 意味して いる。 処 

が 他方、 映画 は、 映画 芸術で あると かないと かよりも、 

もっと 根柢 的な 規定と して、 人間の 一 つの 新しい 認識 

能力 を 意味して いるの だ。 映画 は 認識 手段 か 認識 機能 

かの 名な ので ある。 処で、 認識 様式が 認識 手段 乃至 認 

識 機能に よって 決まって 来る という こと は、 当然で あ 

る。 その 逆で ない こと は 常識 だ。 従来の 美学 は 之 を 乗 

具 (例えば T . フ イツ シャ— ) と 呼んで 来て いる。 言 

語 (又 文筆) を 乗 具と する 認識 は、 文学 だ。 之と 比較 

して、 映画と いう メカニズム を 乗 具と する 認識が 所謂 

映画な ので ある。 



人類の 進歩的な 認識 機能で あると いう ことの、 認識 理 

論 上の 充分な 自覚が 必要 だとい うので ある。 —— 映画 

が 芸術と して 又 (実は 同じ ことに 帰着す るが) 娯楽と 

して 通俗に 理解され ている こと は、 勿論 健全な こと だ。 

だが それが 映画 理論の 原則の 出発点と な つ て はならぬ。 

吾々 の 問題 は、 一般に 芸術 や 娯楽と いう ものの 認識 理 

論 上の 意義 を 的確に 把握す る ことになくて はならぬ。 

映画 は そのための 最も 有望な 対象な の だ。 

併し 実は、 映画の 機能 は 大体に 於て すでに 広く 知ら 

れ ている。 抑々 の処 は、 今更 事新しく 私が 説明す る ま 

でもない。 かって 私 は 多少 理論的に 之 を 説明し ようと 



な もの だ。 之な くして は 文芸に 於け る スタイル など は 

無意味になる し、 絵画な ど は 成立し ない。 ただ その 抽 

象 = アブストラクションの 相違が 、 科学 と 芸術の 区別、 

芸術の 内に 於け る 諸 ジャンルの 区別 を 与える。 従って 

吾々 は 諸芸 術の 区別 を 検討す る 一 つの 尺度と して、 こ 

のァ ブス トラ クシ ョ ンを 検討して かかる ことが 必要な 

わけ だ。 

併し 単に 諸 文化 様式 (認識 様式) の 区別に とって 必 

要な ばかりで はない、 それと いうの も、 認識 機能 • 認 

識 手段 • の 内に アブストラクションの 作用の 地盤が あ 

るからの こと だ。 認識 機能 乃至 認識 手段と しての 映画 



(文化 様式の 一 つと しての 所謂 「映画」 では 必ずしもな 

い) にと つて は、 又 特有な アブストラクションが なく 

て はならぬ。 恐らく 之が、 映画と 他の 認識 手段と を 連 

関 づける 媒介と もなる。 それに ついては 何れ。 

( 一 九 三 七 丄ニ) 
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